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325人の新成人の皆さん、成人おめでとうございます。

「しっかりと前を見つめ、力まず、焦らず、へこたれずに進んでいってください」

2012東海村成人の集い

（村上村長の祝辞より）



●多年にわたり地域を守る防犯活動に尽力
「第33回地域安全茨城県民大会」において、小林清三
さん（白方）が「地域安全功労者」として、鈴木欣一さん
（石神内宿）と原弘さん（緑ヶ丘）が「優良防犯連絡員」と
して茨城県防犯協会等から表彰を受けました。小林さ
んは優良防犯連絡員として長年の活躍が、鈴木さん、
原さんは多年にわたる防犯活動の功績が認められたも
の。12月26日、表彰状の伝達が行われ、「地域の安全
を見守ってくださり、地域にとっても村にとっても大変
重要な存在です」と話す村上村長に、一同は「体の動く
限り、活動を続けていきたいです」と力強く応えました。

●冬も節電で環境に優しい生活を！
暖房等の使用で電力の消費量が増加する冬の季節を迎
え、あらためて節電への意識を啓発し、地球温暖化の
防止や電力供給不足へ対応していこうと、12月１日、
ＪＲ東海駅において、東海村地球温暖化対策地域協議
会委員（会長･川松文夫さん）らが「平成23年度冬の省エ
ネキャンペーン」を実施しました。キャンペーンでは
駅利用者に啓発品の「ホッカイロ」（使い切りカイロ）を
配布し、“不要な照明を消す、衣類で体温調節をする、
冷蔵庫の設定温度を「弱」にする”など小さな心掛けか
ら始まる節電が大切であることを呼び掛けました。

左から村上村長、小林さん（ひたちなか西地区防犯連絡協
議会東海中学校分会）、鈴木さん（同）、原さん（同協議会東
海南中学校分会）と寺門義文さん（ひたちなか西警察署長）

●31文字の日本語の美しい響きに耳を傾けて…
12月６日･12日の２日間、中丸小学校（萩谷隆司校長･児童数543人）
で「第１回中丸小学校五色百人一首大会」（赤札）が行われました。
これは、日本の伝統文化に触れるとともに、暗記力、集中力を高
めることを目的として開催されたもの。エントリーした208人の
児童は学年の区別なくトーナメント方式で対戦――“上の句”が
読み上げられると、記憶を頼りに“下の句”が書かれた札に手を
伸ばしました。数々の熱戦を制し優勝した坂

さ か さ い

佐井実
み ゆ

夢さん（６年
生）は「対戦相手の気迫がすごく、気持ちで負けないように頑張り
ました。７回戦うのは大変でした」などと話し、２月に行われる「第
13回五色百人一首茨城県大会」にも参加して腕を試すそうです。

１回戦（12月６日）、体育館で膝を突き合わせ対戦している様子

左から小圷さん、中西さん、安西さん、坂佐井さん、
髙橋さん、澤畠さん（６位までに入賞した皆さん）
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●何気ないことも

●東海村の農業を担う認定農業者
12月22日、「農業経営改善計画認定証交付式」が
行われ、村の農業を中核的に担う４人と１法人に
対し、村長から認定証が交付されました。認定
を受けたのは、ブドウ、加工甘

かん し ょ

藷、水稲、ソバ
を複合経営する萩谷良一さん･慶太さん（船場）、
ブドウと山林苗木を複合経営する圷正敏さん（船
場）、ブドウを単一経営する萩谷英之さん（船場）、
作業受託や農業機械のレンタル等をする農事組
合法人東海あくつ（亀下）です。今後はそれぞれ
の特徴を生かした「農業経営改善計画」に基づき、
５年をかけて経営基盤を強化し、“認定農業者”
としてさらなる飛躍を目指していきます。

●消防体制を公開 ! 消防出初式
１月８日、東海文化センターとその周辺で「平成24年東海村
消防出初式」が行われました。これは、東海村の消防体制を
一般公開するとともに、消防関係者の士気高揚を図ることを
目的に毎年実施されているもので、今年は16団体、597人が
参加しました。村上村長は「震災時の自主的な活動に感謝し
ています。ひたちなか市との広域化が図られる中、“地元の
消防力”はこれからも必要不可欠です」と述べ、今後の活躍に
期待を寄せました。また、式典後には「県北地区消防ポンプ
操法競技大会」で３位に入賞した第３分団がポンプ操法を実
演し、来場者は訓練された素早い動作に見入っていました。

式典では、長年活躍した消防団員等が表彰されました

【上段左から】萩谷良
一さん、萩谷慶太さ
ん、圷正敏さん
【下段左から】萩谷英
之さん、農事組合法
人東海あくつ代表理
事永井一郎さん

幼年消防クラブ（南台保育園･宿幼稚園･舟石川幼稚園･サンフ
ラワーこどもの森保育園）の園児が元気いっぱい演技しました

観閲を受け、消防関係者一同が意識を向上させました

第３分団団員（古川政史さん、川﨑悟さん、根本剛至さん、
宮内亨さん、澤畠弘樹さん）によるポンプ操法の披露

村の消防車も勢ぞろいしました
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村では、平成24年度の村･県民税の申告および所得税の確定申告の受け付け（申告相談）を行います。
村･県民税の申告は、平成24年度の国民健康保険税や保育料等の算定、「村･県民税課税証明書（非課税証
明書）」の発行等の基になります。平成23年中に無職･無収入の方も、必ず期間内に申告してください（扶
養にとられている場合を除く）。なお、村･県民税申告書を１月下旬に発送しますが、申告書が届かない
方でも申告が必要な方は、必ず申告してください。また、２月26日（日）に、月～金曜日に来場できない
給与所得者（平成23年の収入が給与所得のみの方に限る）を対象にした申告相談も実施します。
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日程等
■期 日 等	 右表参照　※できるだけ指定地区の受付日にお
越しください（全地区指定日、初日から５日間は混雑します）。
■受付時間	 午前８時30分	～	午後４時
■場　　所	 原子力視察研修室（役場行政棟５階）	

村･県民税の申告について
■申告をしなくてよい方	 ▼給与を１か所から受け、年末調
整済みで、会社が村に「給与支払報告書」を提出している方
▼同一世帯の方が申告しており、その扶養にとられている方
▼公的年金所得のみで公的年金の年間支給額が148万円以
下（昭和22年１月２日以後生まれの方は98万円以下）の方

所得税の確定申告について
■対　　象	 ▼平成24年１月１日現在東海村に居住し、
平成23年１月から12月までに①営業等（その他の事業）
による所得（収入）、農業所得、不動産所得（貸地･貸家･
駐車場等の収入）②原稿料･講演料･互助年金等の雑所得
や一時所得（保険の満期金等）③土地･家屋等の資産を譲
渡した所得④源泉分離課税が行われない退職所得――の
いずれかの所得（収入）があった方　▼勤務先の会社等が
村に「給与支払報告書」を提出していない方　▼主たる給
与所得（年末調整済み）以外の全ての所得の合計額が20
万円を超える方　※③に該当する方は太田税務署で申告
してください。

【受け付け（申告相談）の期日等】
期　　日 指定地区

２月９日（木）

平成23年の収入が年金の
みの方　※村から通知が
届かない方でも、平成23
年の収入が年金のみの方
は申告できます。

２月10日（金）
２月13日（月）
２月14日（火）
２月15日（水）
２月16日（木）
２月17日（金）

２月20日（月）宿･原子力機構百塚･原子
力機構長堀

２月21日（火）真崎
２月22日（水）須和間･押延
２月23日（木）白方･豊白･村松北
２月24日（金）岡･船場

２月26日（日）平成23年の収入が給与の
みの方

２月27日（月）百塚･南台
２月28日（火）

全地区２月29日（水）
３月１日（木）
３月２日（金）緑ヶ丘･フローレスタ須和間

３月５日（月） 豊岡･亀下
３月６日（火）川根･照沼･原子力機構箕輪
３月７日（水） 内宿１区･内宿２区
３月８日（木） 外宿１区･外宿２区
３月９日（金） 竹瓦･舟石川３区
３月12日（月）舟石川１区

３月13日（火）舟石川中丸･舟石川２区
原子力機構荒谷台

３月14日（水）
全地区

３月15日（木）

※白方中央の方は白方、東海１～３丁目の方
は百塚、舟石川駅西の方は舟石川１～３区に
お越しください。

村でできない申告
　青色申告、初年度の住宅借入金等特別税額控除の申告、
株･建物･土地等の譲渡所得申告、収入が1,000万円以上の事
業所得のある方、退職所得を除く所得の合計が2,000万円以
上の方　※該当する方は太田税務署で申告してください。

問い合わせ
　税務課住民税担当（☎282-1711	内線1117･1118）

■住宅ローン控除等は太田税務署へ■

　（特定増改築等）住宅借入金等特別控除等（以下「住宅
ローン控除等」という）を受ける最初の年は所得税の確定
申告をする必要があります。住宅ローン控除等の申告は、
必要書類を持参の上、太田税務署で申告してください。

村･県民税の申告、
所得税の確定申告を受け付けます
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■日曜日の申告会場■

●期　　日	 ２月19日（日）･26日（日）
●時　　間	 午前９時～午後4時
●場　　所	 ショッピングセンターm

ミ ー モ

i m o
（水戸市南町２-４-52	旧ダイエー水戸店）	
※太田税務
署では行い
ません。なお、
無料駐車場
はありません
のでご注意
ください。

所得税の確定申告等についてお知らせします

■個人事業者の方へ■

～消費税･地方消費税の確定申告･納税はお早めに～
●申告・納付期限	 ４月２日（月）※振替日は
４月25日（水）です。

●対　　象	 ▼平成21年分の課税売上高が
1,000万円を超える事業者　▼平成21年分
の課税売上高が1,000万円以下で、平成22
年12月末までに「消費税課税事業者選択届出
書」を提出している事業者	※事業の用に供し
ていた建物や機械等の譲渡収入も消費税の
課税売上高に含まれます。
●ご自分で申告書を作成する方へ　国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書
等作成コーナー」をご利用ください。案内に
従い、金額等を入力すれば税額等が自動計算
されます。
●そ の 他	 課税事業者は、平成23年分（課
税期間）の課税売上高が1,000万円以下で
も、平成23年分の消費税および地方消費
税の申告･納付が必要です。

■所得税の確定申告の相談、

　　　　　　　申告書の受け付けをします■

●期　　間	 ２月16日（木）～３月15日（木）	
●場　　所	 太田税務署
■ご自分で申告書を作成する方へ■

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確
定申告書等作成コーナー」をご利用ください。
※所得税、消費税の申告書や青色申告決算書
等を作成できます。
●提出方法	 書面またはe-Taxで提出してくだ
さい。※郵送する場合は「郵便物（第一種郵便
物）」または「信書便物」で送付してください。

●納付期限	 ３月15日（木）	※振替日は４月
20日（金）です。納付には、便利な振替納
税をご利用ください。

●税金等が還付される方	 確定申告書の「還
付される税金の受取場所」欄に、振込先金融
機関名、預金の種類と口座番号を正確に書
いてください。※振込先の預貯金口座は申告
者本人の名義（氏名のみの口座）に限ります。

■公的年金等に係る雑所得を有する方へ■

～所得税の確定申告が不要になる場合があります～
●対　　象	 公的年金等の収入金額の合計額
が400万円以下で、かつ公的年金等に係る
雑所得以外の所得金額が20万円以下の方
※詳細はお問い合わせください。

問い合わせ▼太田税務署（☎0294-72-2171	※自動音声案内に従い、申告相談に関する
お問い合わせは「０」番を選択してください。	〒313-8686	常陸太田市金井町3662）	

太田税務署からお知らせ

■東日本大震災で被災された方へ■

～所得税、消費税と贈与税に関する日曜日の電話相談～
●期　　日	 ３月４日（日）･11日（日）※電話
相談のみとなります。

●電話番号	 太田税務署（☎0294-72-2171	※自
動音声案内に従い、「0」番を選択してください。）

■期　　日	 ２月２日（木）･16日（木）、３月１日（木）･15日（木）
■延長時間	 午後６時30分まで
■必要書類	 ▼住民基本台帳カード	▼本人を確認
できるもの（住民基本台帳カード（写真付き）また
は運転免許証、パスポート、官公署が発行した免

許証･許可証･資格証明書等、本人の写真が掲載
され、有効期限内のもの）

■そ の 他	 申請者本人がお越しください。
■問い合わせ	 住民課住民担当（☎282-1711	内線
1124）

水戸駅
北口

JR常磐線

至･大工町

【バス停】
南町二丁目

国
道

　号
50申告

会場

至・勝田駅

水戸駅より徒歩10分

●常陽銀行本店

●筑波銀行

●郵便局

●水戸協同病院

至・赤塚駅

公的個人認証サービス（電子証明書）の申請窓口時間を延長します
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　医療費は皆さんが納めた保険税等で賄われて
います。年々増加する医療費を節約するため、医
療機関の受診の仕方などを見直してみましょう。
●かかりつけ医を持ちましょう

　紹介状を持たずに大きな病院を受診すると、特
別料金が掛かる場合があります。体調不良を感
じたら、まずはかかりつけ医に相談しましょう。か
かりつけ医とは、日常的な診療や健康管理を行っ
てくれるお医者さんのことです。通院しやすい、
何でも相談しやすい、説明が分かりやすいなど、
自分と相性の合ったお医者さんを見つけましょう。
●重複受診はやめましょう

　同じ病気で複数の病院を受診する重複受診

は、その都度初診料が掛かり、医療費が高額
になります。また、同様の検査を何度も受け
たり、注射や薬が重複するなど身体への負担
も大きくなります。症状に不安がある場合は、
まず、かかりつけ医に相談しましょう。
●電話相談を利用しましょう

　診療時間外や休日に病院等を受診すると加
算料金が掛かってしまいます。夜間や休日の急
な病気には、焦らず、まず茨城子ども救急電話
相談（☎254-9900）や東海村健康相談24時（☎
0120-3389-56）等を利用しましょう。医師や看
護師等の専門スタッフが相談に応じます。
●検診を受けましょう

　無料で受けられる村の総合検診や住民検診
を活用し、年に１度は検診を受けましょう。
生活習慣を見直すきっかけや病気の早期発見
･早期治療につながるとともに、重症化を防
ぐことができます。

医療費を節約しよう

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711	内線1133）

農畜産物等の損害賠償請求窓口
　村では、ＪＡひたちなかと共に、東京電力福島第
一原子力発電所の事故に伴う、農畜産物等の損害賠
償請求に関する窓口を開設します。必ず事前にお問
い合わせの上、お越しください。
●期　　間	 ２月１日（水）～５日（日）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 農業支援センター（東海ファーマーズ
マーケット「にじのなか」内）
●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産し、
出荷･販売している農業者（ＪＡ出荷者、ＪＡ外出
荷者（任意組合、農業法人等））
●請求内容	 東京電力福島第一原子力発電所の事故
による実損害･風評被害等	※原子力損害賠償紛争
審査会の指針に基づいて行います。
●問 合 せ	 ▼ＪＡ出荷者…ＪＡひたちなか東海
営農センター（☎282-0203）※土･日曜日を除き
ます。	▼ＪＡ外出荷者…農業支援センター（☎
287-7867）

災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

震災による固定資産税の特例
全壊･大規模半壊･半壊した方へ

　全壊･大規模半壊･半壊（り災証明書による）で次に該
当する方は、申請により固定資産税が軽減されます。
▼被災住宅用地に係る固定資産税の特例

　震災により滅失･損壊した住宅の敷地（被災住宅用
地）は、住宅を取り壊した場合も住宅用地とみなし、
住宅用地の課税標準の特例措置を受けることができ
ます（平成24～ 33年度分）。
▼被災代替住宅用地に係る固定資産税の特例

　被災住宅用地の所有者等が代替土地を平成33年
３月31日までの間に取得した場合、当該土地のう
ち被災住宅用地相当分については、住宅が建設され
ていなくても住宅用地（被災代替住宅用地）とみな
し、住宅用地の課税標準の特例措置を受けることが
できます（取得後３年度分）。
▼被災代替家屋に係る固定資産税の特例

　震災により滅失･損壊した家屋の所有者等が被災家屋
に代わる家屋を平成33年３月31日までの間に取得または
改築した場合、被災代替家屋に係る税額のうち被災家
屋の床面積相当分の減免措置を受けることができます。
警戒区域に住宅用の土地･家屋を所有している方へ

　東京電力福島第一原子力発電所の事故で警戒区域に
指定された区域（半径20㎞圏内）に住宅用の土地･家屋を
所有している方等が、その代替として村内に土地･家屋
を取得した場合、申請により固定資産税の軽減措置を
受けることができます。詳細はお問い合わせください。

問 合 せ

　税務課資産税担当（☎282-1711	内線1111）
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時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

【

】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶
の
間
事
務
局（
☎

282
局
２
３
３
４（
火･

金
曜
日
の
み
））、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●２月の休日診療●

診療時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

5日（日）茨城東病院 282-1151
11日（土）村立東海病院 282-2188
12日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
19日（日）村立東海病院 282-2188
26日（日）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内	☎297-4370）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
２日（木）中丸コミュニティセンター
10日（金）中丸コミュニティセンター
16日（木）総合福祉センター「絆」
23日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●２月の健康体操参加者募集●

●12月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 16 １ 17
累計

（１月から） 190 ２ 243

前年比 －45 +２ －66

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

福
祉

「
楽
楽
茶
の
間
仲
間
た
ち
の
作
品
展
」･

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

【
楽
楽
茶
の
間
仲
間
た
ち
の
作
品
展
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

で
は
、
村
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き

が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
多
く
の
方
に

広
め
る
た
め
、「
楽
楽
茶
の
間
仲
間
た
ち

の
作
品
展
」を
開
催
し
ま
す
。

期
間
▼
２
月
４
日（
土
）
～
12
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
６
時

場
所
▼
テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ

内
容
▼
活
動
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
と

事
業
へ
の
参
加
者
が
趣
味
活
動
や
教
養

講
座
で
作
製
し
た
作
品（
つ
る
し
雛び

な

、

手
提
げ
か
ば
ん
、
編
み
物
な
ど
）を
展

示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
】

　

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
皆
さ
ん
も
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
等
▼

２
月
28
日

（
火
）

２
月
24
日

（
金
）

２
月
21
日

（
火
）

２
月
17
日

（
金
）

舟
石
川
中
丸
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
」

を
開
催

　
“
誰
に
で
も
で
き
る･

立
っ
て
で
も
座
っ

て
で
も
で
き
る･

音
楽
に
合
わ
せ
て
で
き

る
”と
い
う
特
徴
が
あ
る
、
介
護
予
防
と
リ

ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
て
行
う「
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
６
日（
月
）･

27
日（
月
）、
３

月
15
日（
木
）･

19
日（
月
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
10
時
45
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

参
加
費
▼
無
料

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
４
３
０
０
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

２
月
14
日

（
火
）

２
月
10
日

（
金
）

２
月
７
日

（
火
）

２
月
３
日

（
金
）

期　

日

豊
白
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場　

所

健
康･

医
療
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●２月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

３日（金）
９:30～11:00
13:00～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時を連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 １日（水）
13:00～13:45

平成23年９月
生まれの子

１歳６か月児 ２日（木）
13:00～13:45

平成22年７月
生まれの子

３歳児 ８日（水）
13:00～13:45

平成20年12月
生まれの子

２歳半歯科 ９日（木）
13:00～13:45

平成21年７月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 ６日（月）
13:00～13:20

平成23年11月
生まれの子

●２月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

３日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談

10日（金）
10:00～12:00 行政書士による相談（事前予約）

10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

17日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

24日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談

毎週
月･水曜日

13:30～15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時
●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

子
育
て

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

期
日
等
▼
２
月
２
日（
木
）･

23
日（
木
）…

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
親　

２

月
16
日（
木
）…
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
幼
児
と
そ
の
親

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
２
月
２
日
…
節
分
に
ち
な
ん
だ
遊
び

２
月
16
日
…
リ
ズ
ム
遊
び　

２
月
23
日
…

読
み
聞
か
せ
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

　

児
童
や
生
徒
の
心
の

病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
講
演
会
で
す
。

期
日
▼
２
月
25
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
50
人

演
題
▼「
知
っ
て
ほ
し
い
！
児
童
思
春
期

の
こ
こ
ろ
の
病
～
家
庭
、
学
校
、
地
域

全
体
で
の
支
え
合
い
を
目
指
し
て
～
」

講
師
▼
清
水
文
雄
さ
ん（
県
立
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー
第
二
医
療
局
長
兼
児
童

思
春
期
部
長
）

入
場
料
▼
無
料

・

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
推
進
事
業
講
演
会
」を
開
催

育
児
講
座「
親
子
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
」を
開
催

期
日
▼
２
月
９
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
１
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
の
幼
児
と
そ
の
親

定
員
▼
先
着
25
組

講
師
▼
小
林
勝
江
さ
ん（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

２
月
１
日（
水
）か
ら
３
日（
金
）ま
で

に
、
長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
ま
た
は
児

童
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込

　

県
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
茨
城
労
働

局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、「
障
害

者
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
24
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

参
加
費
▼
無
料

参
加
を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
求
人
事

業
者
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎
231

局
６
２
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
、
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
所
内	

☎
282
局
２
９
４
９
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

期
日
▼
２
月
23
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時（
午
前
９
時
40

分
開
門
）

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
▼
１
歳
６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

幼
児
と
そ
の
親

定
員
▼
先
着
20
組

内
容
▼
親
子
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

育
児
講
座「
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
手
作

り
お
も
ち
ゃ
」を
開
催

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

期
日
▼
２
月
10
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日（
全
７
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･
在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）ま
た
は
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
会

員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
20
人

内
容
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
筋

肉
や
関
節
を
緩
め
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

講
師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
コ
ン

デ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

参
加
費
▼
一
般
…
７
０
０
０
円
／
人　

会

員
…
３
５
０
０
円
／
人

１
月
28
日（
土
）か
ら
２
月
８
日（
水
）

ま
で（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
総
合

体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ボ
デ
ィ
ケ
ア
教
室（
姿
勢
ス
ッ

キ
リ･

バ
ラ
ン
ス
編
）」を
開
催

ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合

体
育
館
内	

☎
297
局
４
３
７
０
）

東
海
ワ
ン
コ
イ
ン
劇
場
２
０
１
１

　

２
月
の
上
映
は
、
国
民
的
ア
ニ
メ
と
し

て
愛
さ
れ
続
け
て
き
た“
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
”の
実
写
映
画「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ	

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ

Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ	

ヤ
マ
ト
」―
―
。
日
本
最

高
の
キ
ャ
ス
ト
と

ス
タ
ッ
フ
で
贈
る

Ｓ
Ｆ
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
19
日（
日
）

上
映
開
始
時
間
▼
①
午
前
10
時　

②
午
後

１
時　

③
午
後
３
時
50
分	

※
上
映
時

間
は
２
時
間
18
分
で
す
。

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
５
０
０
円
／
人（
全
席
自
由･

３

歳
以
上
有
料
）	

※
前
売
り
券
の
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

み
く
だ
さ
い
。
※
電
話
で
の
申
し
込
み

は
、
２
月
１
日（
水
）の
午
前
10
時
～
午

後
３
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）に

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

育
所
内	

☎
282
局
２
９
４
９
）

育
児
講
話「
新
小
学
１
年
生
に
な

る
子
を
持
つ
親
の
心
構
え
」を
開
催

期
日
▼
２
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
４
月
に
小
学

校
へ
入
学
す
る
子
を
持
つ
方

定
員
▼
先
着
30
人

講
師
▼
服
部
智
子
さ
ん（
児
童
セ
ン
タ
ー
長
）

入
場
料
▼
無
料

・

２
月
１
日（
水
）以
降
に
、
児
童
セ

ン
タ
ー（
☎
306
局
１
０
１
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
、
靴
を
入
れ
る
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・

２
月
１
日（
水
）以
降
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
土･

日
曜
日
を
除
く
）に
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園（
☎

287
局
７
１
１
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
お
り
が
み
教
室
」を
開
催

　

介
護
予
防
の
た
め
に
、
指
先
を
使
っ
て

楽
し
く
脳
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

期
日
▼
２
月
20
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日（
全
５
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
先
着
20
人

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
65
歳
以
上
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

・

１
月
28
日（
土
）か
ら
２
月
10
日

（
金
）ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
第
10
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
in

水
戸
」を
開
催

　

藩
校
教
育
の
伝
統
と
精
神
を
見
つ
め
直

し
、
現
代
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
藩
校
所
在
都
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
。
各
地
か
ら
旧
藩

当
主
や
藩
校
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所
▼
水
戸
芸
術
館（
水
戸
市
五
軒
町
１

‐
６
‐
８
）

内
容
▼
記
念
講
演
会（
講
師
）…
德
川
恒
孝

さ
ん（
德
川
宗
家
第
18
代
当
主
）･

石
川

忠
久
さ
ん（
元
二
松
学
舎
大
学
学
長
）･

德

川
斉
正
さ
ん（
水
戸
德
川
家
第
15
代
当

主
）　

素
読
発
表
…「
弘
道
館
記
」（
一
般

参
加
者
に
よ
る
発
表
）･「
偕
楽
園
記
」（
小

学
生
に
よ
る
発
表
）　

水
戸
藩
！
味
な

城
下
町
ま
つ
り
…
旧
水
戸
藩
領
内
の
自

治
体
が
地
場
産
品
を
活
用
し
た
料
理
の

販
売
等（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
）

そ
の
他
▼
２
月
19
日（
日
）に
は
Ｊ
Ｒ
水
戸
駅

を
起
点
と
し
た
視
察
研
修
が
あ
り
ま
す
。

第
10
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
in
水
戸
実

行
委
員
会
事
務
局（
水
戸
市
教
育
委
員
会

事
務
局
文
化
課
内	

☎
240
局
５
８
９
０
）
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そ
の
他

募 集

東
海
村
立
図
書
館
非
常
勤
嘱

託
員（
司
書
）募
集

業
務
内
容
等
▼
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
業
務（
３
人
程
度
）

雇
用
要
件
▼
①
司
書
の
資
格
を
有
す
る
②

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル
）の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
③
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
と
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
11
時
～
午
後
７
時
を
週
５
日

（
シ
フ
ト
勤
務
）※
祝
日
が
土
曜
日
と

重
な
る
日
は
勤
務
日
と
な
り
ま
す
。

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
17
万
２
０
０
０
円

諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…

社
会
保
険（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保

険
）･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
２
月
27
日（
月
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
18
日（
土
）ま
で
に
、
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）に
雇
用
要
件
を
証
明

で
き
る
も
の
の
写
し
を
添
え
て
、
郵
送

（
必
着
）･

持
参（
午
前
８
時
30
分
～
午

【
東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー
】

業
務
内
容
等
▼
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
内
で
ご

み
搬
入
者
の
誘
導
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
か

ら
ひ
た
ち
な
か･

東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
ご
み
の
搬
出
業
務
等（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方

勤
務
日
時
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

報
酬
▼
月
額
12
万
円
か
ら

【
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い
】

業
務
内
容
等
▼
家
具
の
修
理
、
リ
ユ
ー
ス

品
の
展
示
や
戸
別
収
集
業
務
等（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
家
具
の
製
作
ま
た
は
修
理

の
経
験
が
あ
る
②
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

勤
務
日
時
▼
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

（
水
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９

時
～
午
後
３
時
45
分
を
週
５
日

報
酬
▼
月
額
12
万
４
０
０
０
円
か
ら

【
共
通
事
項
】

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

諸
手
当
等
▼
諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福
利

厚
生
…
社
会
保
険（
健
康
保
険･

厚
生

年
金
保
険
）･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
２
月
22
日（
水
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
15
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）

を
持
参
の
上
、
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課（
清

募 集

東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー･

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
と
う
か
い
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

募 集

姉
妹
都
市
交
流
会
館
非
常
勤

嘱
託
員
募
集

業
務
内
容
等
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館
の
維

持･

管
理
等（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
姉
妹
都
市
交
流
会
館
に
通

勤
可
能
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
③
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

運
用
や
構
築
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
を
有
す
る
④
外
国
人
と
の
英
会
話

が
円
滑
に
で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
日
曜
日
を
除
く
週
５
日
で
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
指
定
す
る

６
時
間（
週
30
時
間
勤
務
）

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
14
万
円　

諸
手
当

…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社
会
保

険（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保
険
）･

雇

用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
姉
妹
都

市
交
流
会
館
職
員
の
役
割
と
国
際
交

流
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
２
月
15
日（
水
）

・

２
月
10
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
▽
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）▽

作
文
―
―
を
持
参
の
上
、
ま
ち
づ
く
り

国
際
化
推
進
課（
役
場
行
政
棟
３
階	

内

線
１
３
４
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

障
が
い
者
施
設
指
導
員
募
集

業
務
内
容
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
障
が
い
者（
児
）を
一
時
的
に

預
か
り
、
見
守
る
業
務
等

雇
用
要
件
等
▼

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
６
か
月
間

（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

賃
金
等
▼
時
給	

Ａ
…
１
０
７
０
円　

Ｂ

…
１
３
５
０
円　

諸
手
当
…
通
勤
手
当

福
利
厚
生
…
社
会
保
険（
健
康
保
険･

厚

生
年
金
保
険
）･

雇
用
保
険
に
加
入（
週

20
時
間
勤
務
者
は
雇
用
保
険
の
み
）

選
考
方
法
▼
２
月
26
日（
日
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

雇用要件 勤務日時等

Ａ

保育士、幼稚園教諭、
小･中･高等学校教諭
のいずれかの資格を
有するまたは障がい
者（児）の施設で勤務
経験がある方

日曜日を除く週５日で、
午前８時30分～午後６時
30分の指定する▼４時間

（７人･週20時間勤務）ま
たは▼７時間45分（２人･
週38時間45分勤務）

Ｂ
看護師、保健師、
助産師のいずれか
の資格を有する方

日曜日を除く週５日で、
午前８時30分～午後６時
30分の指定する▼４時間

（１人･週20時間勤務）ま
たは▼７時間45分（１人･
週38時間45分勤務）

・

２
月
15
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
▽
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）▽
雇
用
要

件
を
証
明
で
き
る
も
の
の
写
し
―
―
を
持

参
の
上
、な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

287
局
２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

掃
セ
ン
タ
ー
内	

☎
282
局
７
２
８
９
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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業
務
内
容
等
▼
パ
ソ
コ
ン･
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア

ウ
ト
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア「
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ	
Ⅰ
ｎ	

Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」を
使
い
、
毎
月
10
日
と

25
日
に
発
行
す
る
村
の
広
報
紙「
広
報

と
う
か
い
」の
編
集
作
業
等（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
行
政
広
報
紙
の
製
作
に
興
味

の
あ
る
方（
パ
ソ
コ
ン･

組
版
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
よ
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ（
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
ｔ
ｏ
ｐ	

ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
）の
経
験
が
あ

る
方
が
望
ま
し
い
）

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

勤
務
時
間
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
時
間
外
勤
務
あ
り
）

賃
金
等
▼
時
給
…
１
０
７
０
円　

諸
手
当

…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社
会
保
険

（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保
険
）･

雇
用
保

険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
中
旬
に
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。

・

３
月
９
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を

持
参
の
上
、
総
務
課
広
報
担
当（
役
場

行
政
棟
３
階	

内
線
１
３
１
５
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
臨
時
職
員
募
集

Let's talk with Mayor.
Welcome to the Mayor's Hour!

Would	you	like	to	meet	Mr.Murakami,	the	mayor	
of	Tokai-mura,	and	talk	with	him	in	person?
You	can	tell	the	mayor	whatever	you	think	about	
Tokai-mura	 in	 your	 everyday	 life.	 It	will	 be	a	
good	opportunity	 for	your	voice	 to	be	heard	by	
the	mayor	and	also	 for	you	to	directly	hear	 the	
mayor’s	voice.
■DATE　Wed.	22	February
■T IME　10:00-11:45	a.m.
■PLACE　Tokai-mura	Sister	City	Hall
■ELIGIBILITY　Non-Japanese	 residents	 in	
Tokai-mura

■OTHER　Free	 baby-s i t t ing	 serv ice	 is	
available．

■APPLICATION	AND	INQUIRIES
　Telephone	or	E-mail	 to	Secretariat	of	Tokai-
mura	 International	Association（☎029-282-
0535	e-mail:	tsch@ice.hidecnet.ne.jp）	by	Fri.	
3	February.

東海村国際交流協会主催「村長アワー」
外国人の皆さん、村長と話してみませんか！

　東海村にお住まいの外国人の皆さん、「東海村が
こんなまちであったらいい
な…」など、まちづくりに
関して日常生活の中で感
じていることをテーマに、
村長と話してみませんか。
■期　　日	 ２月22日（水）
■時　　間	 午前10時～ 11時45分
■場　　所	 姉妹都市交流会館
■対　　象	 村内在住で外国籍をお持ちの方
■そ の 他	 無料保育サービスがあります。
■申し込み・問合せ	 ２月３日（金）までに、電話
または電子メールで東海村国際交流協会事務
局（☎282-0535	 tsch@ice.hidecnet.ne.jp）へ
申し込みください。

前回の様子

業
務
内
容
等
▼
一
般
事
務
、
福
祉
に
関
す

る
業
務（
若
干
名
）

雇
用
要
件
▼
①
東
海
村
ま
た
は
近
隣
市
町

村
に
居
住
で
き
、
通
勤
可
能
②
昭
和
51

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
③
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
④
欠
格
事
項

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
―
―
を
満

募 集

４
月
１
日
付
採
用
の
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

た
す
方

選
考
方
法
▼
１
次
試
験（
教
養
試
験
、
職

場
適
応
性
検
査
）…
２
月
19
日（
日
）　

２
次
試
験（
作
文･

面
接
試
験
）…
２
月

28
日（
火
）※
２
次
試
験
は
、
１
次
試
験

合
格
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」内	

☎
282
局

２
８
０
４
）備
え
付
け
の
申
込
書（
願
書･

履
歴
書
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
顔
写
真

を
貼
り
付
け
、
運
転
免
許
証
の
写
し
を

持
参
の
上
、
２
月
８
日

（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

募 集

障
が
い
者
就
労
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
募
集

業
務
内
容
等
▼
障
が
い
者
の
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
民
間
企
業
の
訪
問

等
を
行
い
、
受
け
入
れ
企
業
や
実
習
協

力
企
業
を
開
拓
す
る
業
務
等（
１
人
）

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
17
万
２
０
０
０
円

諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社

会
保
険（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保
険
）･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
２
月
18
日（
土
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
10
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を

持
参
の
上
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

後
５
時
15
分･

月
曜
日
を
除
く
）の
い

ず
れ
か
で
、
村
立
図
書
館（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
５	

船
場
７
６
８	

☎
282
局

３
４
３
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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「
さ
ち
の
み
ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ

り
」を
開
催

期
日
▼
２
月
４
日（
土
）･

５
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
２
時（
２
月
５

日
は
午
後
１
時
ま
で
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

内
容
▼
雪
の
ゲ
レ
ン
デ
、模
擬
店
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ち
の
み
ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
会（
幸
の
実
園
内	

☎
282
局

０
６
４
４
）

茨
城
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す

募 集

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」募
集

活
動
内
容
▼
①
県
の
主
要
事
業
や
施
設
等

に
関
す
る
テ
ー
マ（
特
集
記
事･

年
２

回
）、
県
の
特
産
物
や
観
光
情
報
等
に

関
す
る
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ（
コ
ラ
ム

･

年
２
回
）に
つ
い
て
、
取
材
し
、
原

稿
を
作
成
し
ま
す
。
※
取
材
に
は
、

県
広
報
広
聴
課
職
員
な
ど
が
同
行
し

ま
す
。
②
委
嘱
状
交
付
式
と
活
動
説

明
会（
４
月
）、
意
見
交
換
会（
10
～
11

月
）へ
出
席
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
①
県
内
在
住
で
満
20
歳
以
上

の
女
性（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
務
員
や
議
会
議
員
で
な
い
③
取

材
先
が
希
望
す
る
日
時
に
合
わ
せ
て

取
材
で
き
る（
主
に
平
日
の
日
中
）④

自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る（
県
内

全
域
が
取
材
範
囲
）―
―
を
満
た
す
方

募
集
人
員
▼
４
人

任
期
▼
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の

１
年
間

謝
礼
▼
年
額
12
万
円

選
考
方
法
▼
１
次
選
考（
書
類
審
査
）と
２

次
選
考（
面
接
）を
行
い
ま
す
。
※
２

次
選
考
は
、
１
次
選
考
通
過
者
の
み

と
な
り
ま
す
。

・

東
海
村
総
務
課（
役
場
行
政
棟
３

階
）備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、「
応
募
理
由
」と「
地

域
の
話
題
」を
各
４
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
た
も
の
を
添
え
て
、
２
月
27
日

（
月
）（
当
日
消
印･

送
信
有
効
）ま
で

に
、
郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
茨
城
県
広
報
広
聴

課（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５	

水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
‐
６	

☎
301
局
２
１
２
８	

301
局
２
１
６
８	

koho3@
pref.

ibaraki.lg.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.ibaraki.

jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

照
沼
小
学
校
の
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た

　

照
沼
小
学
校
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
伴
い
、平
成
25
年
１
月
ま
で
の
間
、

周
辺
道
路
で
は
工
事
車
両
等
が
通
行
す

る
機
会
が
増
加
し
ま
す
。
村
で
は
、
登
下

校
時
の
児
童
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
の
安

全
に
配
慮
し
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

案
内
図
▼

学
校
教
育
課
施
設
整
備
担
当（
内
線

１
４
１
７
）

照沼小学校
建設工事現場

●茨城東病院

●郵便局

国
道
２
４
５
号

至･日立市

至･ひたちなか市

工事車両等が通行する
道路（青色破線部）

　

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
立
東
海
高
等

学
校
国
際
交
流
部
の
皆
さ
ん
を
招
き
、
自

作
英
語
紙
芝
居
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
11
日（
土･

祝
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館

内
容
▼
自
作
英
語
紙
芝
居「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

県
立
東
海
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
自
作
英
語
紙
芝
居
の
発
表
会

Ｈ
Ｙ	

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
」（
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
が
実
施
し
た「
現
代
英
語
学
科

英
語
紙
芝
居
コ
ン
テ
ス
ト（
高
校
生
の

部
）」優
勝
作
品
）の
発
表
、
英
語
の
歌

の
合
唱
な
ど

入
場
料
▼
無
料

東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
282

局
０
５
３
５
）

　

村
で
は
、
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
く
公
開
講
座「
原
子
力
施
設
と
地
域

社
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
場
所
▼
２
月
４
日（
土
）･

11
日（
土

･
祝
）…
茨
城
大
学（
水
戸
市
文
京
２
‐

１
‐
１
）　

２
月
５
日（
日
）･

12
日（
日
）

…
テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時
50
分

※
４
日
は
午
後
１
時
～
４
時
10
分
と
な

り
ま
す
。

定
員
▼
１
講
座
当
た
り
１
０
０
人
程
度

講
師
▼
４
日
…
齊
藤
充
弘
さ
ん（
福
島
工

業
高
等
専
門
学
校
）･

泉
清
志
さ
ん（
茨

城
大
学
地
域
総
合
研
究
所
）　

５
日
…

七
沢
潔
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究

所
）･

柳
瀬
信
之
さ
ん（
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
）･

熊
沢
紀
之
さ
ん（
茨
城

大
学
）　

11
日
…
有
賀
絵
理
さ
ん（
茨
城

大
学
地
域
総
合
研
究
所
）･

渋
谷
敦
司
さ

ん（
茨
城
大
学
）･

帯
刀
治
さ
ん（
茨
城
大

学
）･

原
口
弥
生
さ
ん（
茨
城
大
学
）　

12

日
…
大
嶋
和
雄
さ
ん（
茨
城
大
学
地
域

総
合
研
究
所
）･

荒
木
田
岳
さ
ん（
福
島

大
学
）･

村
上
達
也（
東
海
村
長
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
１
日
ま
た
は
１
講
座（
90
分
）

の
み
の
聴
講
も
可
能
で
す
。
▽
２
月
５

日･

12
日
の
午
後
４
時
20
分
か
ら
は
、

当
日
の
講
師（
予
定
）と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
内
線

１
３
４
１
）※
詳
し
く
は
、村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週）	月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週）	火曜日・金曜日

２月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ３日・17日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ２日・16日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ７日・21日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ６日・20日
白方、岡、原子力機構（百塚） 10日・24日
舟石川１、船場 ９日・23日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 14日・28日

舟石川２、舟石川中丸 13日・27日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ヶ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ６日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで
に出してください。

資 源 物

燃えるごみ	※祝日の収集も行います。

新
年
と
な
り
、

は
や
１
か
月
が
た

と
う
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が

り
や
、
地
域
の
つ

な
が
り
と
い
っ
た

“
絆
”の
大
切
さ
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
年
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

地
域
や
団
体
の
活
動
の“
絆
”＝
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
し
て
、
平
成
23

年
５
月
に
策
定
し
た「
第
二
次
健
康
づ

く
り
推
進
計
画
す
こ
や
か
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、“
一
人
ひ
と
り

が
い
き
い
き
と
す
こ
や
か
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
”を
実
現
さ
せ

る
た
め
、

●
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

●
お
と
な
の
健
康
づ
く
り

●
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る
人
材
育

成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

●
１
次
予
防･

２
次
予
防
の
充
実
に

よ
る
疾
病
対
策

と
い
っ
た
４
つ
の
柱
で
計
画
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に“
本
人
や
家

族
が
で
き
る
こ
と
”“
地
域
や
団
体
等

が
で
き
る
こ
と
”“
行
政
が
す
る
こ

と
”と
い
う
３
つ
の
視
点
で
の

具
体
的
な
行
動
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
個

人
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
取
り
組
み
に
加
え
て
、

今
回
の
計
画
か
ら
は
、
地
域
や

団
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
支
援
す
る
方

針
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
連
す
る
団
体
と
し
て
、
す

こ
や
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
推

進
委
員
会
、
食
生
活
改
善
推
進

員
連
絡
協
議
会（
愛
称
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）、
母
子
保
健
推
進
員

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
今

年
度
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
や
団

体
が
参
加
す
る
交
流
会
を
開
催

し
、
お
互
い
の
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
一
緒

に
取
り
組
め
る
健
康
づ
く
り
活

動
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
す
こ
や
か
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
推
進
委
員
と
母

子
保
健
推
進
員
と
の
交
流
会
に
、

母
と
子
の
サ
ロ
ン
実
行
委
員
を

講
師
に
招
い
て
、
母
と
子
の
サ

ロ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
学
び
、
母

子
保
健
推
進
員
活
動
に
生
か
せ
な
い
か

話
し
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
交
流
活
動
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
分
野
で
の
地
域･

団
体
活
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
加
え
、
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
や
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｉ
、
東
海
村
体
育
協
会
、
そ
の
他
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
共
同
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

皆
さ
ん
と
も
交
流
し
、
最
終
的
に
は
自

治
会
活
動
の
中
で
も
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
共
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
紹
介
す
る
場
と
し
て「
み
ん

な
の
健
康
ひ
ろ
ば
」（
掲
示
板
）を
保
健

セ
ン
タ
ー
施
設
内
と
保
健
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.vill.

tokai.ibaraki.jp/hoken-c/

）
上
に
開

設
し
ま
し
た
の
で
、
営
利
目
的
で
は
な

い
健
康
づ
く
り
活
動
の
仲
間
募
集
な
ど

の
場
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
推
進

委
員
会
と
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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すこやかチャレンジプラン

● 13



発
行　

東
海
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編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
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１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
1
月
25
日
号

渡
わ た な べ

辺浩
ひ ろ き

規さん
（白方中央）

今
回
は
、「
２
０
１
２
東
海
村
成
人
の
集
い
」で
実
行

委
員
長
を
務
め
た
渡
辺
浩
規
さ
ん（
19
歳
）の
登
場
で
す
。

実
行
委
員
長
と
し
て
企
画･

運
営
し
た
成
人
の
集
い

を
終
え
、「
達
成
感
と
寂
し
い
気
持
ち
が
混
じ
っ
て
い

ま
す
」と
い
う
浩
規
さ
ん
―
―
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

メ
ン
バ
ー
と
共
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
た
時
間
を

「
仲
間
に
恵
ま
れ
た
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で

振
り
返
り
、
自
分
た
ち
の
集
い
が
次
の
世
代
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
…
と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
浩
規
さ
ん
は
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学

部
児
童
教
育
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
好

き
で
幼
稚
園
教
諭
を
志
し
て
い
た
も
の
の
、
障
が
い
者

の
自
立
を
支
援
す
る
施
設
で
の
実
習
後
、入
所
者
の“
生

活
”を
支
え
る
仕
事
に
も
興
味
が
湧
い
て
き
た
そ
う
。

「
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
自
分
を
見
つ
め
る

時
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、
今
後
も
実
習
な
ど
を

通
し
て
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
楽
し
そ
う
に
語

る
浩
規
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
か
ら
は
、
将
来
へ
の
希
望
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.209

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

最
近
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
人
気
時
代
劇「
水
戸
黄
門
」の
放
送

復
活
を
求
め
る
水
戸
地
方
の
動
き
が
新
聞
等
を
に
ぎ
わ

し
て
い
ま
す
。
昨
年
夏
に
は
水
戸･

那
珂･

常
陸
太
田
の

市
長
た
ち
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
本
社
を
訪
れ
、
放
送
継
続
を
要
望

し
ま
し
た
。
現
在
も
市
民
に
よ
る
署
名

運
動
が
活
発
に
続
い
て
い
ま
す
。

水
戸
黄
門
の
漫
遊
は
明
治
期
に
な
っ

て
作
ら
れ
た
物
語
で
す
。
広
く
庶
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
芝
居
、
小
説
、
映
画
、

テ
レ
ビ
と
い
つ
の
時
代
に
も
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
世
界
で
は
助
さ
ん

格
さ
ん
以
外
に
も
多
く
の
実
在
モ
デ
ル

が
い
た
よ
う
で
す
。
徳
川
光
圀
は
名
君

と
し
て
藩
を
治
め
、
庶
民
を
愛
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
や
施
政
を
指
示
し
、
大

日
本
史
の
編
さ
ん
を
続
け
る
中
隠
居
し

ま
し
た
が
、
以
後
ひ
そ
か
に
諸
国
を
漫

遊
し
た
と
さ
れ
る
物
語
に
は
、
下
地
と

な
る
話
が
水
戸
藩
内
に
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
の
一
つ「
村
松
の
逸
話
」を
紹
介
し
ま
す
。

元
禄
12（
１
６
９
９
）年
春
、
光
圀
は
鶴
を
殺
し「
生
類

憐
み
の
令
」に
反
し
た
農
民
を
西
山
で
許
し
、
湊
御
殿
へ

向
か
う
途
中
に
村
松
の
龍
蔵
院
へ
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
親
孝
行
で
近
在
に
知
ら
れ
た
治
兵
衛
と
い
う
貧
し
い

農
民
が
、
親
が
亡
く
な
っ
た
の
を
信
じ
ず
、
親
類
縁
者
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
父
の
遺
骸
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
耳

に
し
ま
し
た
。
光
圀
の
供
を
し
て
い
た

医
師
鈴
木
宗
与
は
、
常
々
出
先
で
急
病

人
が
あ
っ
た
ら
治
療
せ
よ
と
命
じ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
早
速
手
当
て
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
息
も
脈
も
な
い
と
思
わ
れ

て
い
た
の
に
、
薬
は
流
れ
る
よ
う
に
口
中

へ
入
り
、
間
も
な
く
生
き
返
り
ま
し
た
。

治
兵
衛
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
光
圀
は
、
孝
行
者
ゆ
え
天
の

恵
み
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
告
げ
、
後

の
手
当
て
を
命
じ
て
去
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
光
圀
の
逸
話
は「
桃
源

遺
事
」や「
玄
桐
筆
記
」に
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
戸
で
生
ま
れ
江
戸
で

育
っ
た
が
、
不
出
来
だ
っ
た
青
年
期
。
隠
居
後
の
藤
井

紋
太
夫
手
打
ち
な
ど
、
黄
門
フ
ァ
ン
に
は
不
満
な
記
録

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、「
勧か

ん
ぜ
ん
ち
ょ
う
あ
く

善
懲
悪
」の
漫
遊
伝
説

を
支
え
伝
え
て
い
る
一
つ
の
物
語
な
の
で
す
。

宮
澤
　
正
純

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

元
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
部
部
長

水

戸

黄

門
「
村

松

の

逸

話
」

水戸黄門と助さん、格さんの像（ＪＲ水戸駅北口）


